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＜参考＞ 

１．国際勧告との関連 
 本標準は、１９９３年３月の世界電気通信標準化会議（ＷＴＳＣ－９３）において承認されたＩＴＵ－Ｔ

勧告Ｑ．８５０に準拠している。ただし、理由表示番号２３は１９９６年２月のＳＧ１１全体会合における

勧告草案の審議結果に準拠している。 

 

２．上記国際勧告等に対する追加項目等 
 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．８５０におけるオプション項目のうち、ＴＴＣ標準として選択を行ったものは以下の

項目である。 

 （1） ＩＴＵ－Ｔ勧告としては、「“ローカルユーザ収容公衆網”の生成源は中継網を通して送出されて

も良い。また、国内網の構成および／あるいは呼に関連した網オペレータ間の合意に従って“リモー

トユーザ収容公衆網”へ変換することができる。」と規定しており、“ローカルユーザ収容公衆網”

から“リモートユーザ収容公衆網”への変換がどの網で行われるか記述されていない。ＴＴＣ標準で

は、明確化のため「“ローカルユーザ収容公衆網”の生成源は中継網を通して送出されない。“ロー

カルユーザ収容公衆網”から“リモートユーザ収容公衆網”への変換は、生成源情報を最初に生成し

たローカル網で行う。」とした。（３章参照） 

 

３．改版の履歴 
 

版 数 制  定  日 改 版 内 容 

第１版 １９９３年 ４月２７日 制定（注） 

第２版 １９９６年１１月２７日 理由表示番号２３の追加 

 

 （注）本標準は、標準ＪＴ－Ｑ９３１（第５版）、標準ＪＴ－Ｑ７６２（第４版）、標準ＪＴ－Ｑ７６３

（第４版）に規定されていた理由表示の使用法および生成源を改版、統合したものである。 

 

４．工業所有権 
本標準に関わる「工業所有権の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧にな

れます。 
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１．概　要

1.1　標準の範囲

　本標準はディジタル加入者線信号方式№１（ＤＳＳ１）及び№７信号方式ＩＳＤＮユーザ部（ＩＳＵ

Ｐ）における理由表示情報要素／パラメータのフォーマット、コード化及び意味と生成源フィールドの使

用法について定義するものである。理由表示値の多くはＤＳＳ１およびＩＳＵＰの両方に適用可能であり、

本標準ではそれらの標準における各理由表示値の使用法を規定したものである。

２．理由表示

2.1　フォーマット

　ＪＴ－Ｑ９３１理由表示情報要素またはＪＴ－Ｑ７６３／７３０理由表示パラメータの内容は図２－１

／ＪＴ－Ｑ８５０に示される。

オクテット

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １
（注３）

ＪＴ－Ｑ９３１ ＪＴ－Ｑ７６３

0/1

拡張
ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ標準

０

予備
生成源 ３ １

１

拡張

仕様種別（注１）

（注２）
３ａ＊

１

拡張
理由表示値 ４ ２

診断情報（必要なとき） ５＊ ３＊

　注１　仕様種別にデフォルト値が適用される場合、本フィールドが含まれるオクテットは省略する必要

がある。

　注２　仕様種別はＩＳＵＰではサポートされていない。ＩＳＵＰではＪＴ－Ｑ７６３をデフォルト解釈

とする。

　注３　オプションのオクテットはアスタリスク（＊）を付した。

図２－１／ＪＴ－Ｑ８５０　“理由表示”のフォーマット

(ITU-T Q.850)
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2.2　“理由表示”のサブフィールドで使用されるコード値

2.2.1　拡張表示

ビット

８

０ 次のオクテットに続く（例えば１オクテットから１ａオクテット）

１ 最終オクテット

2.2.2　コーディング標準

ビット

７６

００ ＩＴＵ－Ｔ標準およびＴＴＣ標準、この場合 2.2.3 以降のようにコーディングする

０１ ＩＳＯ／ＩＥＣ標準（注）

１０ 国内標準（注）

１１ 生成源で定義された標準（注）

　注　これらのＩＴＵ－Ｔ標準およびＴＴＣ標準以外のコーディングは、必要な理由がＩＴＵ－Ｔ標準お

よびＴＴＣ標準のコーディングで表現されないときのみ使用される。

2.2.3　生成源

ビット

４３２１

００００ ユーザ（Ｕ）

０００１ ローカルユーザ収容私設網（自分側）（ＬＰＮ）

００１０ ローカルユーザ収容公衆網（自分側）（ＬＮ）

００１１ 中継網（ＴＮ）

０１００ リモートユーザ収容公衆網（相手側）（ＲＬＮ）

０１０１ リモートユーザ収容私設網（相手側）（ＲＰＮ）

０１１１ 国際網（ＩＮＴＬ）

１０１０ インタワーキング先の網（ＢＩ）

上記以外 予約済

2.2.4　仕様種別

ビット

７６５４３２１

０００００００ ＪＴ－Ｑ９３１

０００００１１ Ｘ．２１

００００１００ ＪＴ－Ｘ２５

００００１０１ 地上移動通信公衆網、Ｑ．１０３１／Ｑ．１０５１

上記以外 予約済

　注１　本フィールドを含むオクテットが省略された場合はＪＴ－Ｑ９３１の仕様種別が仮定される。
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2.2.5　理由表示値（注－標準ＪＴ－Ｑ７６３およびＪＴ－Ｑ９３１でのみ適用可能）

　理由表示値はクラス（ビット５～７）とクラス内の値（ビット１～４）の２つのフィールドに分けられ

る。

(1)　クラスはイベント理由の一般的な性質を示す。

クラス（０００）：正常イベント

クラス（００１）：正常イベント

クラス（０１０）：リソース使用不可

クラス（０１１）：サービス又はオプションの利用不可

クラス（１００）：サービス又はオプション未提供

クラス（１０１）：無効メッセージ（例、パラメータ値が範囲外）

クラス（１１０）：手順誤り（例、解読不能メッセージ）

クラス（１１１）：インタワーキング

(2)　理由表示値は表２－１／ＪＴ－Ｑ８５０に示される。
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表２－１／ＪＴ－Ｑ８５０　理由表示情報要素／パラメータ（１／８）

(ITU-T Q.850)

理由表示

名　　　　　　称 診断情報

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 参照標準

または勧告

生成源

備　　　　考

ｸﾗｽ 値 番号 （注１） （注２） （注３）

000 0001 1 欠番 状態 DSS1,ISUP JT-Q931 U,RPN,LN
RLN,TN,INTL 数字分析によるルートなし

000 0010 2 指定中継網へのルートなし 中継網識別 DSS1,ISUP JT-Q931 LN,TN
000 0011 3 相手へのルートなし 状態 DSS1,ISUP JT-Q931 U,RPN,LN
000 0100 4 特殊可聴音の送出 ISUP Ｑ．３５の７章参照

000 0101 5 トランクプレフィックスの誤ダイヤル ISUP
000 0110 6 チャネル利用不可 DSS1 JT-Q931 LN
000 0111 7 呼が設定済みのチャネルへ着呼 DSS1 JT-Q931 LN
000 1000 8 プリエンプション DSS1,ISUP Q.735.3 多段階割込サービス

（ＭＬＰＰ）

000 1001 9 プリエンプション－回線再利用のための

回線予約

ISUP Q.735.3 多段階割込サービス

（ＭＬＰＰ）

001 0000 16 正常切断 状態 DSS1,ISUP JT-Q931
JT-Q764（節 2.3）

U,RPN

001 0001 17 着ユーザビジー 話中時再呼出し

(CCBS)表示

DSS1,ISUP JT-Q931
Q.732

U,RPN,RLN 基本呼および着信転送系サー

ビス

001 0010 18 着ユーザレスポンスなし DSS1,ISUP JT-Q931
Q.732

RLN 着信転送系サービス
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表２－１／ＪＴ－Ｑ８５０　理由表示情報要素／パラメータ（２／８）

(ITU-T Q.850)

理由表示

名　　　　称 診断情報

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 参照標準

または勧告

生成源

備　　　　　考

ｸﾗｽ 値 番号 （注１） （注２） （注３）

001 0011 19 着ユーザ応答なし（呼出中） DSS1,ISUP JT-Q931 RLN
Q.764
（節 2.1.4）
（節 2.9.8.3）

RLN,TN,INTL ＡＮＭタイマ（Ｔ９）満了

Q.732 RLN 着信転送系サービス

001 0100 20 加入者不在 DSS1,ISUP 移動体への適用

001 0101 21 通信拒否 通信拒否状態 DSS1,ISUP JT-Q931 U,RPN
Q.732 RLN 着信転送系サービス

001 0110 22 相手加入者番号変更 新しい相手先

(DSS1)／着番号

(ISUP)

DSS1,ISUP JT-Q931 U,RPN,LN

001 0111 23 新着信先へリダイレクション ISUP
001 1010 26 選択されなかったユーザの切断復旧 DSSI JT-Q931 LN
001 1011 27 着側インタフェース起動不可 DSS1,ISUP JT-Q931 RLN
001 1100 28 無効番号フォーマット

(不完全番号)
DSS1,ISUP JT-Q931 U,RPN,RLN,LN

JT-Q764
（節 2.1.1）
（節 2.1.2）
（節 2.9.8.3）
（節 2.2.5）

TN,INTL 着番号が有効なフォーマット

でないか完全でない

JT-Q763
（付属資料Ａ）

TN,INTL,RLN,
RPN
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表２－１／ＪＴ－Ｑ８５０　理由表示情報要素／パラメータ（３／８）

(ITU-T Q.850)

理由表示

ｸﾗｽ 値 番号

名　　　　　　称 診断情報

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

（注１）

参照標準

または勧告

（注２）

生成源

（注３）

備　　　　考

001 1101 29 ファシリティ拒否 ファシリティ

識別子(DSS1)／
DSS1,ISUP JT-Q931 RLN,U,RPN,LN

パラメータ名

(ISUP)
TN,INTL 要求された信号能力提供不可

JT-Q735 ［Ⅰ］ INTL,RLN 閉域接続（ＣＵＧ）

JT-Q737 ［Ⅰ］ INTL,TN,RLN ユーザ・ユーザ情報転送（Ｕ

ＵＳ）

001 1110 30 状態問合への応答 DSS1 JT-Q931 U,LN
001 1111 31 その他の正常クラス DSS1,ISUP JT-Q931 RLN

JT-Q764
（節 2.1.1）
（節 2.1.2）
（節 2.8.1）
（節 2.8.2）
（節 2.9.3）
（節 2.9.6）
（節 2.9.8.2）
（節 2.9.8.3）
（節 2.1.8）
（節 2.2.4）

TN,INTL,RLN タイムアウトあるいは特定の

理由表示によって網羅されな

い誤り (例：ＪＴ－Ｑ７６４で

タイマ満了、相互接続回路の

解放..）に起因する呼の失敗情

報

Q.764
（節 2.1.6）
（節 2.9.7）

RLN,TN ＩＮＦタイマ（Ｔ３３）満

了

JT-Q763
（付属資料Ａ）
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表２－１／ＪＴ－Ｑ８５０　理由表示情報要素／パラメータ（４／８）

(ITU-T Q.850)

理由表示

ｸﾗｽ 値 番号

名　　　　称 診断情報

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

（注１）

参照標準

または勧告

（注２）

生成源

（注３）

備　　　　　考

010 0010 34 利用可回線／チャネルなし DSS1,ISUP JT-Q931 U,RPN,RLN,LN,T
N
TN,INTL 交換機で遭遇する回線輻輳

010 0110 38 網故障 DSS1,ISUP JT-Q931 U,RPN
010 0111 39 固定フレームモード接続サービス停止 DSS1 JT-Q933

010 1000 40 固定フレームモード接続運用可 DSS1 JT-Q933
010 1001 41 一時的失敗 DSS1,ISUP JT-Q931 U,RPN,RLN,LN
010 1010 42 交換機輻輳 DSS1,ISUP TN,RLN,INTL

Q.764
（節 2.9.9.1）

TN,RLN 一時的トランクブロック

（国内仕様）

010 1011 43 アクセス情報廃棄 廃棄された情報

要素識別子

（注４）

DSS1,ISUP JT-Q931 U,RPN,LN

010 1100 44 要求回線／チャネル利用不可 DSS1,ISUP JT-Q931 U,RPN,LN
010 1110 46 優先呼ブロック DSS1,ISUP Q.735.3 多段階割込みサービス

（ＭＬＰＰ）

010 1111 47 その他のリソース使用不可クラス DSS1,ISUP JT-Q931 U,RPN
JT-Q763
（付属資料Ａ）

011 0001 49 サービス品質（ＱＯＳ）利用不可 状態 DSS1 JT-Q931
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表２－１／ＪＴ－Ｑ８５０　理由表示情報要素／パラメータ（５／８）

(ITU-T Q.850)

理由表示

ｸﾗｽ 値 番号

名　　　　称 診断情報

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

（注１）

参照標準

または勧告

（注２）

生成源

（注３）

備　　　　考

011 0010 50 要求ファシリティ未契約 ファシリティ識

別子 (DSS1) ／パ

ラメータ名(ISUP)

DSS1,ISUP JT-Q931
JT-Q735

U,LN,RLN

011 0101 53 ＣＵＧ内発呼禁止 DSS1,ISUP JT-Q735 ［Ⅰ］ 閉域接続（ＣＵＧ）

011 0111 55 ＣＵＧ内着呼禁止 DSS1,ISUP JT-Q735 ［Ⅰ］ RLN 閉域接続（ＣＵＧ）

011 1001 57 伝達能力不許可 属性識別 DSS1,ISUP JT-Q931 LN
011 1010 58 現在利用不可伝達能力 属性識別 DSS1,ISUP JT-Q931 LN
011 1110 62 発信アクセス情報と契約クラスの不一致 DSS1,ISUP JT-Q735

011 1111 63 その他のサービス又はオプションの利用

不可クラス

DSS1,ISUP JT-Q931 LN

JT-Q763
（付属資料Ａ）

100 0001 65 未提供伝達能力指定 属性識別 DSS1,ISUP JT-Q931 LN
JT-Q763
（付属資料Ａ）

TN,INTL 要求されたＴＭＲを提供でき

ない

100 0010 66 未提供チャネル種別指定 チャネル種別 DSS1 JT-Q931
100 0101 69 未提供ファシリティ要求 ファシリティ識

別子 (DSS1) ／パ

ラメータ名(ISUP)

DSS1,ISUP JT-Q937 ［Ⅰ］

JT-Q737 ［Ⅰ］

U,RPN,LN,RLN ユーザ・ユーザ情報転送

（ＵＵＳ）

100 0110 70 制限ディジタル情報伝達能力のみ可能 DSS1,ISUP JT-Q931
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表２－１／ＪＴ－Ｑ８５０　理由表示情報要素／パラメータ（６／８）

(ITU-T Q.850)

理由表示

ｸﾗｽ 値 番号

名　　　　称 診断情報

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

（注１）

参照標準

または勧告

（注２）

生成源

（注３）

備　　　　考

100 1111 79 その他のサービス又はオプションの未提

供クラス

DSS1,ISUP JT-Q931

JT-Q763
（付属資料Ａ）

101 0001 81 無効呼番号値使用 DSS1 JT-Q931 U,LN
101 0010 82 無効チャネル番号使用 チャネル識別 DSS1 JT-Q931
101 0011 83 指定された中断呼識別番号未使用 DSS1 JT-Q931 LN
101 0100 84 中断呼識別番号使用中 DSS1 JT-Q931 LN
101 0101 85 中断呼なし DSS1 JT-Q931 LN
101 0110 86 指定中断呼切断復旧済 切断原因 DSS1 JT-Q931 LN
101 0111 87 ユーザはＣＵＧのメンバでない ISUP,DSS1 JT-Q735 ［Ⅰ］ RLN 閉域接続（ＣＵＧ）

101 1000 88 端末属性不一致 不一致パラメー

タ (DSS1)
DSS1,ISUP JT-Q931 U,RPN

101 1010 90 未登録ＣＵＧ ISUP,DSS1 JT-Q735 ［Ⅰ］

（付属資料Ａ）

閉域接続（ＣＵＧ）

101 1011 91 無効中継網選択 DSS1,ISUP JT-Q931 LN,TN
101 1111 95 その他の無効メッセージクラス DSS1,ISUP JT-Q931 LN

JT-Q763
（付属資料Ａ）

110 0000 96 必須情報要素不足 情報要素識別子

（注４）

DSS1 JT-Q931 U,LN
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表２－１／ＪＴ－Ｑ８５０　理由表示情報要素／パラメータ（７／８）

(ITU-T Q.850)

理由表示

ｸﾗｽ 値 番号

名　　　　称 診断情報

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

（注１）

参照標準

または勧告

（注２）

生成源

（注３）

備　　　　考

110 0001 97 メッセージ種別未定義又は未提供 メッセージ種別 DSS1,ISUP JT-Q931 U,LN

JT-Q764
（節 2.9.5.2）
JT-Q764
（節 2.9.5.3）

TN,INTL,RLN

110 0010 98 呼状態とメッセージ不一致又は、メッ

セージ種別未定義又は未提供

メッセージ種別 DSS1 JT-Q931 U,LN

110 0011 99 情報要素／パラメータ未定義又は未提供 情報要素識別子 DSS1,ISUP JT-Q931 U,LN

(DDS1) (注４,５)
／パラメータ名

JT-Q764
（節 2.9.5.2）
JT-Q764
（節 2.9.5.3）
Q.763
（付属資料Ａ）

TN,INTL,RLN

110 0100 100 情報要素の内容が無効 情報要素識別子

 (注４）

DSS1 JT-Q931 U,LN

110 0101 101 呼状態とメッセージ不一致 メッセージ種別 DSS1 JT-Q931 U,LN
110 0110 102 タイマ満了による回復 タイマ番号 DSS1,ISUP JT-Q931

JT-Q733 ［Ⅳ］ RLN 端末機器移動：「再開」（ユー

ザ起動）（ＲＥＳ）メッセージ

を待つタイマの満了

JT-Q764
（節 2.4.1）
JT-Q764
（節 2.4.3）

INTL 「再開」（網起動) （ＲＥＳ）

メッセージを待つタイマの満了
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表２－１／ＪＴ－Ｑ８５０　理由表示情報要素／パラメータ（８／８）

(ITU-T Q.850)

理由表示

ｸﾗｽ 値 番号

名　　　　称 診断情報

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

（注１）

参照標準

または勧告

（注２）

生成源

（注３）

備　　　　考

110 0111 103 未定義又は未提供のパラメータの通過 パラメータ名 ISUP

110 1110 110 認識不可能なパラメータを持つメッセー

ジの廃棄

パラメータ名

メッセージ名

ISUP

110 1111 111 その他の手順誤りクラス DSS1,ISUP JT-Q931 RLN
JT-Q763
（付属資料Ａ）

RLN,TN,INTL

JT-Q735 ［Ⅰ］ RLN 閉域接続（ＣＵＧ）

111 1111 127 その他のインタワーキングクラス DSS1,ISUP JT-Q931
JT-Q763
（付属資料Ａ）

（注１）アプリケーションは、理由表示値がＤＳＳ１とＩＳＵＰまたはそれぞれで転送されるかもしれないことを表している。

（注２）参照標準または勧告は全てを記述していない。

（注３）これらは、関連する標準または勧告の範囲では代表的な生成源である。その他の生成源は網形態により使用されるかもしれない。

（注４）ＪＴ－Ｑ９３１節 4.5 で述べている固定シフト、一時シフトの手順が適用される。原則として情報要素識別子は、受信メッセージの情報要素の順番で並べ

る。

（注５）固定シフト情報要素のみが含まれ、その後、可変長の情報要素識別子が続かない場合、固定シフト情報要素で指定されるコード群そのものが未定義である

ことを示す。
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2.2.6　診断情報（注－ＪＴ－Ｑ７６３およびＪＴ－Ｑ９３１でのみ適用可能）

　各々の理由表示値に当てはまる診断情報は、表２－１／ＪＴ－Ｑ８５０に示されている。診断情報は、

全ての理由表示に対して有効ではない。診断情報がＪＴ－Ｑ９３１の情報要素であるようなこれらの場合、

診断情報のコーディングは、標準ＪＴ－Ｑ９３１の４章において相応する情報要素に対するものと同じで

ある。

2.2.6.1　状態のコーディング

　状態診断情報は次のようにコーディングされる。

　ビット８： １

　ビット７－５：０００

　ビット４： 以下の状態：

０－網サービス－提供者

１－網サービス－利用者

　ビット３： 以下の状態：

０－正常

１－異常

　ビット２－１：以下の状態：

００：不定

０１：固定

１０：一時的

2.2.6.2　中継網識別のコーディング

　診断情報フィールドは、適用可能な全中継網選択、または網特有ファシリティ情報要素を含むものであ

り、この中にはパラメータ名／情報要素識別子、そしてオクテット長が含まれる。

2.2.6.3　ＣＣＢＳ表示のコーディング

　ＣＣＢＳ表示は次のようにコーディングされる。

ビット８－１：００００００００－予備

０００００００１－ＣＣＢＳ可能

００００００１０－ＣＣＢＳ不可能

００００００１１

予備

０１１１１１１１

１０００００００

国内使用のための予備

１１１１１１１０

１１１１１１１１－拡張用に予約済み

　注－標準ＪＴ－Ｑ９３１では使用されない。

～
～
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2.2.6.4　通信拒否診断情報のコーディング

　理由表示番号２１に対する診断情報フィールドのフォーマットは、図２－２／ＪＴ－Ｑ８５０および表

２－２／ＪＴ－Ｑ８５０に示される。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

１

拡張
拒　否　理　由 状　　態 オクテットｘ＊

ユーザ特有診断情報
ｘ＋１＊ ｅｔｃ．

（注１）

ＩＥ

タイプ
情報要素識別子

ｘ＋２＊ ｅｔｃ．

（注２）

　注１－このオクテットは、オクテットｘがユーザ特有診断情報を示す場合のみ表示してよい。

　注２－このオクテットは、オクテットｘが情報要素の間違いを示しているか、あるいは情報要素の内容

が満たされていない場合にのみ表示してよい。

図２－２／ＪＴ－Ｑ８５０　理由表示番号２１に対する診断情報フィールド

(ITU-T Q.850) のコーディング

表２－２／ＪＴ－Ｑ８５０　理由表示番号２１に対する診断情報フィールド

(ITU-T Q.850) のコーディング

拒否理由（オクテットｘ）

ビット

７６５４３

０００００ ユーザ特有

００００１ 情報要素の間違い

０００１０ 情報要素の内容が満たされていない

上記以外 予約済

状態（オクテットｘ）

ビット

２１

００ 不定

０１ 固定

１１ 一時的

ユーザ特有診断情報（オクテットｘ＋１）

　理由表示情報要素の最大長を条件として、ユーザ仕様に従いコーディングされる。
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情報要素（ＩＥ）タイプ（オクテットｘ＋２）

ビット

８

０ 可変長情報要素

１ 固定長情報要素

情報要素識別子（オクテットｘ＋２）

　ビット７－１は、間違っている、あるいは不十分な情報要素の情報要素識別子に対してコーディングさ

れる。

2.2.6.5　新しい相手先／着番号のコーディング

　新しい相手先は、着番号情報要素と同様にフォーマットされ、ここには、情報要素識別子が含まれる。

中継網選択がこれに含まれてもよい。

2.2.6.6　ファシリティ識別子／拒否パラメータのコーディング

　ファシリティ識別子のコーディングは、網に依存する。

2.2.6.7　属性識別のコーディング

　属性識別のコーディングは、図２－３／ＪＴ－Ｑ８５０、表２－３ａ／ＪＴ－Ｑ８５０、そして表２－

３ｂ／ＪＴ－Ｑ８５０に示される。

　注－ＩＳＵＰによって生成されない。

2.2.6.8　チャネル種別のコーディング

　チャネル種別は、次のようにコーディングされる。

　ビット８：　　拡張ビット

　ビット７－５：予備

　ビット４－１：図４－１８／ＪＴ－Ｑ９３１のオクテット３．２のチャネル種別に従う

　注－ＩＳＵＰによって生成されない。

2.2.6.9　不一致パラメータのコーディング

　不一致パラメータは、不一致情報要素識別子で構成される。

2.2.6.10　タイマ番号のコーディング

　注－ＩＳＵＰによって生成されない。

　タイマ番号は、例えばＴ３０８は“３”“０”“８”のように、ＩＡ５キャラクタでコーディングされ

る。次に示すコーディングは、各々のオクテットにおいて使用される。

　ビット８　　：予備“０”

　ビット７－１：ＩＡ５キャラクタ



- 15 - ＪＴ－Ｑ８５０

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

０／１

拡張
属性番号 オクテット　ｘ

０／１

拡張
リジェクト属性 ｘ＋１

１

拡張
利用可能な属性 ｘ＋２

　注１－診断情報が提供される場合、オクテットｘとｘ＋１が存在する。オクテットｘ＋２はオプション

である。

　注２－オクテットｘ－ｘ＋２は、複数のリジェクト属性を報告するために繰り返されてもよい。

　注３－拡張ビット（拡張）は、０にコーディングされた場合、この診断情報が次のオクテットに続くこ

とを表示する。

図２－３／ＪＴ－Ｑ８５０　理由表示番号５７、５８および６５に対する

(ITU-T Q.850) 診断情報のコーディング（属性識別）

表２－３ａ／ＪＴ－Ｑ８５０　理由表示番号５７、５８および６５に対する

(ITU-T Q.850) 診断情報のコーディング（属性識別）

属性番号（オクテットｘ）

ビット

７６５４３２１ 番号

０１１０００１

０１１００１０

０１１００１１

０１１０１００

０１１０１０１

０１１０１１０

０１１０１１１

０１１１０００

０１１１００１

１

２

３

４

５

６

７

８

９

情報転送能力

情報転送モード

情報転送速度

構造

通信形態

呼設定法

対称性

情報転送速度（着信→発信）

レイヤ識別

2.2.6.11　メッセージ種別のコーディング

　メッセージ種別は、それぞれ表２－１／ＪＴ－Ｑ７６３および表４－２／ＪＴ－Ｑ９３１に指定される

ようにコーディングされる。

2.2.6.12　パラメータ名のコーディング

　パラメータ名は、表３－１／ＪＴ－Ｑ７６３に指定されるようにコーディングされる。
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表２－３ｂ／ＪＴ－Ｑ８５０　理由表示番号５７、５８および６５に対する診断

(ITU-T Q.850) 情報フィールドのコーディング（属性識別）

リジェクト属性（オクテットｘ＋１）

属性番号

１．

２．

３．

４．

５．

６．

７．

８．

９．

情報転送能力：

ビット７－６：　００

ビット５－１　　表４－６のオクテット３に従う。

情報転送モード：

ビット７－６　　表４－６のオクテット４に従う。

ビット５－１：　０００００

情報転送速度：

ビット７－６：　００

ビット５－１　　表４－６のオクテット４に従う。

構造：（注）

ビット７－５　　表４－６のオクテット４ａに従う。

ビット４－１：　００００

通信形態：（注）

ビット７－５：　０００

ビット４－３　　表４－６のオクテット４ａに従う。

ビット２－１：　００

呼設定法：（注）

ビット７－３：　０００００

ビット２－１　　表４－６のオクテット４ａに従う。

対称性：（注）

ビット７－６　　表４－６のオクテット７ｂに従う。

ビット５－１：　０００００

情報転送速度（着信、発信）：（注）

ビット７－６：　００

ビット５－１　　表４－６のオクテット４ｂに従う。

レイヤ識別：

ビット

７６

０１　（レイヤ１）　ビット５－１　表４－６のオクテット５に従う。

１０　（レイヤ２）　ビット５－１　表４－６のオクテット６に従う。

１１　（レイヤ３）　ビット５－１　表４－６のオクテット７に従う。

10． レートマルチプライヤ：

ビット８：

ビット７－１

１

表４－６のオクテット４．１に従う。

利用可能属性（オクテットｘ＋２）

オクテットｘ＋１と同様なコーディング。

注－これらの値は、標準ＪＴ－Ｑ９３１第５版において定義されていた。

　注－上記において参照される表４－６は、標準ＪＴ－Ｑ９３１に示されている。関連する記述は、標準

ＪＴ－Ｑ７６３の節 3.36 に示される。
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2.2.7　理由表示定義

2.2.7.1　正常クラス

理由表示番号１－欠番

　この理由表示は、番号は有効なフォーマットであったが、現在欠番であったため、着ユーザに届かない

ことを示す。

理由表示番号２－指定中継網へのルートなし

　この理由表示は、この理由表示を送信した装置が、認識不可能な特殊な中継網を通して呼をルーチング

する要求を受けたことを示す。この理由表示を送信している装置は、その中継網が存在しないか、あるい

は、存在はするがこの理由表示を送信している装置に対してはサービスをしていない特殊な中継網である

ため、その中継網を認識しない。

　この理由表示は、網が要求されたサービスをサポートしているか否かによる。

理由表示番号３－相手へのルートなし

　この理由表示は、呼がルーチングされた網が要求された着信サービスをしていないため、着ユーザへ届

かないことを示す。

　この理由表示は、網が要求されたサービスをサポートしているか否かによる。

理由表示番号４－特殊可聴音の送出

　この理由表示は、長時間性をもつ理由のため接続できなかったことを示し、そして、特殊可聴音を発

ユーザに返送する。

理由表示番号５－トランクプレフィックスの誤ダイヤル

　この理由表示は、着番号に間違ったトランクプレフィックスを含むことを示す。

理由表示番号６－チャネル利用不可

　この理由表示は、直前に識別されたチャネルが送信エンティティにとって呼への使用を受け入れられな

いことを示す。

理由表示番号７－呼が設定済みのチャネルへ着呼

　この理由表示は、ユーザに着呼があり、その着呼が同様の呼（例えば、パケットモードのＸ．２５バー

チャルコール）に対して、ユーザが既に設定しているチャネルに接続されることを示す。

理由表示番号８－プリエンプション

　この理由表示は、呼が割り込まれたことを示す。

理由表示番号９－プリエンプション－回線再利用のための回線予約

　この理由表示は、呼が割り込まれていて、プリエンプション交換機によって回線が再利用のために予約

されていることを示す。
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理由表示番号１６－正常切断

　この理由表示は、呼に関係するユーザのうち１つが、呼を切断することを要求したことにより、呼が切

断されることを表示する。

　正常状態では、この理由表示の生成源は網ではない。

理由表示番号１７－着ユーザビジー

　この理由表示は、着ユーザビジー状態に遭遇したので、着ユーザは他の呼を受付けることができないこ

とを示すために使用される。この理由表示値は着信ユーザや網で生成してもよい。ユーザが着ユーザビ

ジーを決定した場合、ユーザ装置では着信呼に対して通信の整合性がとれている必要がある。

理由表示番号１８－着ユーザレスポンスなし

　この理由表示は、着ユーザが呼設定のメッセージに対して規定された割り当て時間内に呼出し中または

応答を示すメッセージを返送しないときに使用される。

理由表示番号１９－着ユーザ応答なし（呼出中）

　この理由表示は、呼出しの通知はあったが、その後規定された時間内に応答通知がこなかった場合に使

用される。

（注）この理由表示は、ＪＴ－Ｑ９３１手順により必然的に生成されるものではなく網内のタイマにより

生成されることもあり得る。

理由表示番号２０－加入者不在

　この理由表示値は、移動基地局がログオフし、移動局の無線交信が確保できない場合、または、パーソ

ナル通信ユーザがいかなるユーザ網インタフェースでも一時的にアドレスできない場合に使用される。

理由表示番号２１－通信拒否

　この理由表示は、この理由表示を送信した装置がビジーでも不整合でもないため呼を受付け可能である

にもかかわらず、呼を受付けないことを表示する。

　この理由表示は、付加サービスの抑止条件により呼が切断されることを示すために網によって生成され

てもよい。診断情報フィールドは付加サービスと拒否の理由について追加情報を含んでもよい。

理由表示番号２２－相手加入者番号変更

　この理由表示は、発ユーザによって示された着信番号がもはや割り当てられていない時、発ユーザに通

知されるものである。新しい着信番号がオプションとして診断情報フィールドに含まれ得る。もし、網が

この理由表示値をサポートしていないならば、理由表示番号１－欠番が使用される。

理由表示番号２３－新着信先へリダイレクション

　この理由表示は、異なる着番号への接続を決定する交換機によって起動される、一般的なＩＳＵＰプロ

トコル手順で用いられる。該当する交換機はリダイレクション手順を起動し、この理由表示値を用いるこ

とによって新たな番号へ呼をルーチングすることを、その呼に関わっている前位交換機に要求することが

できる。

理由表示番号２６－選択されなかったユーザの切断復旧

　この理由表示は、ユーザが着信呼を得られなかったことを示す。
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理由表示番号２７－着側インタフェース起動不可

　この理由表示は、着信側のインタフェースが機能的に正常でなかったため、発ユーザが指示した相手

ユーザへの着信が出来なかったことを表示する。この「機能的に正常でない」ということは、信号メッ

セージが相手ユーザに届かないことを意味し、例えば、相手ユーザインタフェースの物理レイヤもしくは

データリンクレイヤの故障とか、ユーザ装置がオフラインである。

理由表示番号２８－無効番号フォーマット（不完全番号）

　この理由表示は、着信番号が無効なフォーマットかもしくは不完全なために、相手ユーザへの着信がで

きなかったことを示す。

（注）この条件は以下により決定されてもよい

－ＳＴ信号受信後直ちに、または

－ラスト受信ディジット後タイムアウト

理由表示番号２９－ファシリティ拒否

　この理由表示は、ユーザによって要求された付加サービスが網によって提供できない場合に返される。

理由表示番号３０－状態問合への応答

　この理由表示は、「状態表示」  (STATUS) メッセージの生成理由が事前に「状態問合」 (STATUS

ENQUIRY) メッセージを受信したことによる場合に、この「状態表示」(STATUS)メッセージの中に含ま

れる。

理由表示番号３１－その他の正常クラス

　この理由表示は、正常クラスの他の理由表示で表わせない場合に正常イベントを報告するためにのみ使

用される。

2.2.7.2　リソース使用不可クラス

理由表示番号３４－利用可回線／チャネルなし

　この理由表示は、呼を取り扱うための現在利用可能な適当な回線／チャネルがないことを表示する。

理由表示番号３８－網故障

　この理由表示は、網が機能的に正常でないことを表示し、その状態が比較的長時間続きそうであること

を表示する。例えば、すぐに再発呼しても受け付けられそうもない場合をさす。

理由表示番号３９－固定フレームモード接続サービス停止

　この理由表示は、固定的に確立されたフレームモード接続がサービス停止（例えば、装置またはセク

ション故障）であることを示すために「状態表示」 (STATUS) メッセージの中に含まれる。（ＪＴ－Ｑ

９３３付属資料Ｂ参照）

理由表示番号４０－固定フレームモード接続運用可

　この理由表示は、固定的に確立されたフレームモード接続が運用中でありユーザ情報転送が可能である

ことを示すために「状態表示」 (STATUS) メッセージの中に含まれる。（ＪＴ－Ｑ９３３付属資料Ｂ参

照）
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理由表示番号４１－一時的失敗

　この理由表示は、網が機能的に正常でないことを表示し、その状態が長時間は継続しそうもないことを

表示する。例えば、ユーザはほとんど即時再発呼が望める。

理由表示番号４２－交換機輻輳

　この理由表示は、この理由表示を発生した交換装置が高トラヒックで輻輳していることを表示する。

理由表示番号４３－アクセス情報廃棄

　この理由表示は、網が要求されたアクセス情報（例えば、ユーザ・ユーザ情報、低位レイヤ整合性、高

位レイヤ整合性もしくは診断情報の中に示されるサブアドレス）を相手ユーザに届けられなかったことを

表示する。

　廃棄されたアクセス情報の特殊タイプのものは、オプションとして診断情報の中に含まれる。

理由表示番号４４－要求回線／チャネル利用不可

　この理由表示は、要求エンティティにより通知された回線またはチャネルが、インタフェースの相手側

で提供できない場合に返される。

理由表示番号４６－優先呼ブロック

　この理由表示は、割込み可能な回線がないか、または、着ユーザが同等またはより高プリエンプション

レベルの呼でビジーであることを示す。

理由表示番号４７－その他のリソース使用不可クラス

　この理由表示は、リソース使用不可クラスの中の他の理由を適用できない場合にのみ、リソース使用不

可イベントとして報告するために使用される。

2.2.7.3　サービスまたはオプション利用不可クラス

理由表示番号４９－サービス品質（ＱＯＳ）利用不可

　この理由表示は、要求されたサービス品質（勧告Ｘ．２１３で定義されている）が提供されないことを

報告するために使用される（例えば、スループットまたは中継遅延が提供されない場合）。

理由表示番号５０－要求ファシリティ未契約

　この理由表示は、この理由表示を生成した装置で実現している付加サービスであるが、ユーザに許可し

ていない付加サービスをユーザが要求したことを示す。

理由表示番号５３－ＣＵＧ内発呼禁止

　この理由表示は、発ユーザが発信ＣＵＧ呼に対してＣＵＧのメンバであるが、発信呼がこのＣＵＧメン

バに対して許可されていないことを示す。

理由表示番号５５－ＣＵＧ内着呼禁止

　この理由表示は、着ユーザが着信ＣＵＧ呼に対してＣＵＧのメンバであるが、着信呼がこのＣＵＧメン

バに対して許可されていないことを示す。
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理由表示番号５７－伝達能力不許可

　この理由表示は、この理由表示を生成した装置で実現している伝達能力であるが、ユーザに許可してい

ない伝達能力をユーザが要求したことを示す。

理由表示番号５８－現在利用不可伝達能力

　この理由表示は、この理由表示を生成した装置で実現している伝達能力であるが、現在利用不可である

伝達能力をユーザが要求したことを示す。

理由表示番号６２－発信アクセス情報と契約クラスの不一致

　この理由表示は、発信アクセス情報と契約クラスの不一致があることを示す。

理由表示番号６３－その他のサービスまたはオプションの利用不可クラス

　この理由表示は、サービスまたはオプションの利用不可クラスの他の理由表示が適用できない場合にの

みサービスまたはオプションの利用不可イベントを報告するために使用される。

2.2.7.4　サービスまたはオプション未提供クラス

理由表示番号６５－未提供伝達能力指定

　この理由表示は、この理由表示を送信した装置が要求された伝達能力をサポートしてないことを示す。

理由表示番号６６－未提供チャネル種別指定

　この理由表示は、この理由表示を送信した装置が要求されたチャネルタイプをサポートしてないことを

示す。

理由表示番号６９－未提供ファシリティ要求

　この理由表示は、この理由表示を送信した装置が要求された付加サービスをサポートしていないことを

示す。

理由表示番号７０－制限ディジタル情報伝達能力のみ可能

　この理由表示は、非制限ベアラサービスを発ユーザが要求したが、この理由表示を送信している装置が

要求された伝達能力のうち制限ディジタル情報伝達能力のみサポートしていることを示す。

理由表示番号７９－その他のサービスまたはオプションの未提供クラス

　この理由表示は、サービスまたはオプションの未提供クラスの他の理由表示が適用できない場合にのみ

サービスまたはオプションの未提供のイベントを報告するために使用される。

2.2.7.5　無効メッセージクラス（例：範囲外のパラメータ）クラス

理由表示番号８１－無効呼番号値使用

　この理由表示は、この理由表示を送出した装置がユーザ・網インタフェース間で現在使用しているのと

異なる呼番号のメッセージを受信したことを示す。
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理由表示番号８２－無効チャネル番号使用

　この理由表示は、この理由表示を送出した装置が活性化していないチャネル番号の使用要求を受信した

ことを示す。例えば、ユーザが１から１２まで番号を付与した一次群インタフェースのチャネルを契約し

ている場合に、ユーザ装置または網がチャネル番号１３から２３の使用を試みた時に、この理由表示とな

る。

理由表示番号８３－指定された中断呼識別番号未使用

　この理由表示は、中断された呼に用いられていた呼識別番号とは異なった呼識別番号を持つ呼の再開が

試みられたことを示す。

理由表示番号８４－中断呼識別番号使用中

　この理由表示は、再開が行われるかもしれないインタフェース領域の中断呼識別としてすでに使用中で

ある呼識別（なにもない場合も含む）を含んでいる呼の中断要求を網が受信したことを示す。

理由表示番号８５－中断呼なし

　この理由表示は、再開が要求されうるインタフェース領域内の中断呼として、現在使用されていない呼

識別情報要素を含んでいる呼再開要求を網が受信したことを示す。

理由表示番号８６－指定中断呼切断復旧済

　この理由表示は、中断中に（リモートユーザ又は網のタイムアウトにより）切断復旧された中断呼を示

す呼識別情報要素を含んでいる呼再開要求を網が受信したことを示す。

理由表示番号８７－ユーザはＣＵＧのメンバでない

　この理由表示は着信ＣＵＧ呼の着信ユーザが特定のＣＵＧメンバでない、又は非ＣＵＧユーザがＣＵＧ

加入者へ発信したことを示す。

理由表示番号８８－端末属性不一致

　この理由表示は、この理由表示を送出した装置が適合しない低位レイヤ整合性、高位レイヤ整合性、又

は他の整合性属性（例：データ速度）を持つ呼設定の要求を受信したことを示す。

理由表示番号９０－未登録ＣＵＧ

　この理由表示は指定されたＣＵＧが存在しない事を示す。

理由表示番号９１－無効呼中継網選択

　この理由表示は中継網識別を受信したが、それがＪＴ－Ｑ９３１付属資料Ｃで定義されるような正しい

フォーマットでないことを示す。

理由表示番号９５－その他の無効メッセージクラス

　この理由表示は、無効メッセージクラスの他の理由表示が適用できない場合にのみ、無効メッセージの

イベントを報告するために用いる。
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2.2.7.6　手順誤りクラス（例：認識されないメッセージ）クラス

理由表示番号９６－必須情報要素不足

　この理由表示は、この理由表示を送出した装置がメッセージ受信時に、メッセージ内に存在しなければ

ならない情報要素（必須情報要素）が不足していることを表示するのに用いる。

理由表示番号９７－メッセージ種別未定義又は未提供

　この理由表示は、この理由表示を送出した装置がその装置において未定義のメッセージまたは定義され

ているが未提供であるような認識できないメッセージ種別を持つメッセージを受信したことを示す。

理由表示番号９８－呼状態とメッセージ不一致又はメッセージ種別未定義又は未提供

　この理由表示は、この理由表示を送出した装置が処理において特定な呼状態の間に受信したメッセージ

が許可しうるメッセージでないか、整合していない呼状態を示す「状態表示」 (STATUS) を受信したこ

とを示す。

理由表示番号９９－情報要素／パラメータ未定義又は未提供

　この理由表示は、この理由表示を送出した装置において情報要素識別子／パラメータが未定義または定

義されているが未提供であるために、認識できない情報要素／パラメータを含むメッセージを受信したこ

とを表示するのに用いる。この理由表示は情報要素／パラメータが廃棄されたことを示す。なお、その情

報要素はこの理由表示を送出した装置がメッセージの処理を行うために必要なものではない。

理由表示番号１００－情報要素の内容が無効

　この理由表示は、この理由表示を送出した装置が提供している情報要素であるが、情報要素の１または

複数のフィールドが提供していないコードである情報要素を受信したことを示す。

理由表示番号１０１－呼状態とメッセージ不一致

　この理由表示は、呼状態と不一致のメッセージを受信したことを示す。

理由表示番号１０２－タイマ満了による回復

　この理由表示は、エラー処理手順に従い、タイマが満了したことにより、当該手順が開始されたことを

示す。

理由表示番号１０３－未定義又は未提供のパラメータの通過

　この理由表示は、この理由表示を送出した装置においてパラメータが未定義または定義されているが未

提供であるために、認識できないパラメータを含むメッセージを受信したことを示す。この理由表示はパ

ラメータを無視することを示す。付け加えると、もし、理由表示を送出した装置が中継局であるならば、

そのとき、この理由表示はパラメータを変化させることなく通過することを示す。

理由表示番号１１０－認識不可能なパラメータを持つメッセージの廃棄

　この理由表示は、この理由表示を送出した装置が認識不可能なパラメータを含む受信メッセージを廃棄

したことを示す。

理由表示番号１１１－その他の手順誤りクラス

　この理由表示は手順誤りクラスの他の理由表示が適用できない場合にのみ、手順誤りイベントを報告す

るのに用いる。
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2.2.7.7　インタワーキングクラス

理由表示番号１２７－その他のインタワーキングクラス

この理由表示は、動作するための理由表示が存在しないような網インタワーキングが発生したことを示

す。それ故、送出すべきメッセージのための正確な理由表示が確認できない。

３．生成源フィールドの扱いに関する一般則

　この理由表示は、理由表示及び呼経過表示の情報要素／パラメータにおける生成源フィールドの扱いに

関する規則を特定する。

　図３－１／ＪＴ－Ｑ８５０は生成源フィールドが発生する様々なノードを識別するために用いられる参

照構成を示す。

　表３－１／ＪＴ－Ｑ８５０は、参照構成のノードが発生する生成源フィールドの設定、及び、それぞれ

のケースにおいてユーザＡに伝達される生成源フィールド情報を示す。

　生成源フィールドの扱いは以下の規則による。

　ⅰ）生成源フィールドの生成をもたらすようなイベントが国際交換機（すなわち、入側、出側又は中継

国際交換機）で発生した場合、生成源は“国際網”に設定される。

　ⅱ）生成源フィールドの生成をもたらすようなイベントが国内中継網で発生した場合、生成源は“中継

網”に設定される。

　ⅲ）生成源フィールドの生成をもたらすようなイベントがユーザ収容公衆網で発生した場合、生成源は

網構成に基づいて“ローカルユーザ収容公衆網”又は“リモートユーザ収容公衆網”に設定される。

　　注）生成源“ユーザ”及び“ローカルユーザ収容私設網”は公衆網では生成されない。

　ⅳ）生成源フィールドの生成をもたらすようなイベントが私設網で発生した場合、網構成に基づいて、

生成源は“ローカルユーザ収容私設網”又は“リモートユーザ収容私設網”に設定される。

　ⅴ）生成源情報を運べない信号方式によるインタワーキングが起こり、そのような信号方式からの情報

の受信をもとに生成源フィールドを含むメッセージが送出される場合、生成源は“インタワーキング

先の網”に設定される。
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発信

ユーザ

私設網 ローカル網 中継網

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ

Ｐ Ｏ Ｎ Ｍ Ｌ Ｋ Ｊ Ｉ

着信

ユーザ
私設網 ローカル網 中継網

注）Ａ－Ｂ，Ｃ－Ｄ，Ｍ－Ｎ及びＯ－ＰのインタフェースはＪＴ－Ｑ９３１であると仮定。

図３－１／ＪＴ－Ｑ８５０　生成源フィールドの発生のための参照構成

(ITU-T Q.850)

表３－１／ＪＴ－Ｑ８５０　参照構成の各ノードが発生する生成源フィールドの

(ITU-T Q.850) 設定及びユーザＡに伝達される生成源フィールド値

生成源フィールド

を発生するノード

設定される生成源

フィールド

ユーザＡに伝達される

生成源

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｏ

Ｐ

ＬＰＮ

ＬＰＮ

ＬＮ

ＬＮ

ＴＮ

ＴＮ

ＩＮＴＬ

ＩＮＴＬ

ＴＮ

ＴＮ

ＬＮ又はＲＬＮ

ＬＮ又はＲＬＮ

ＬＰＮ又はＲＰＮ

ＬＰＮ又はＲＰＮ

Ｕ

ＬＰＮ

ＬＰＮ

ＬＮ

ＬＮ

ＴＮ

ＴＮ

ＩＮＴＬ

ＩＮＴＬ

ＴＮ

ＴＮ

ＲＬＮ

ＲＬＮ

ＲＰＮ

ＲＰＮ

Ｕ

ＬＰＮ ：ローカルユーザ収容私設網

ＬＮ ：ローカルユーザ収容公衆網

ＴＮ ：中継網

ＩＮＴＬ ：国際中継網

ＲＬＮ ：リモートユーザ収容公衆網

ＲＰＮ ：リモートユーザ収容私設網

Ｕ ：ユーザ

～～国際網

～～～～～～
～～ ～～ ～～
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　これらの規則の結果

　－“ローカルユーザ収容公衆網”の生成源は中継網を通して送出されない。“ローカルユーザ収容公衆

網”から“リモートユーザ収容公衆網”への変換は、生成源情報を最初に生成したローカル網で行う。

　－“ローカルユーザ収容私設網”の生成源は公衆網を通して送出されない。“ローカルユーザ収容私設

網”から“リモートユーザ収容私設網”への変換は、必要ならば、生成源情報を最初に生成した私設

網で行う。

　加えて、網は付加的に生成源をチェックでき、必要ならば、生成源が網境界を横切るときに生成源を変

更してもよい。中継網とローカル／リモートユーザ収容公衆網間の境界定義は網構成に依存し、かつ網オ

ペレータ間の合意又は国内規定に従う。

４．国際インタフェースにおける理由表示及び生成源の取扱い

　本章は国際インタフェース上での生成源表示の扱い及び理由表示値の用法についての説明を含む。

　a) 理由表示の用法

　理由表示番号１８と１９が設定され、かつ生成源“リモートユーザ収容公衆網”もしくは“リモー

トユーザ収容私設網”が使用されるか、生成源“ユーザ”もしくは“リモートユーザ収容私設網”を

設定した他の理由表示は、呼が暗に着信ユーザに到達していることを意味している。すなわち、エン

ド・エンドフィールドが着信ユーザへ送出された。

　国内網は公衆網の誤用を避けるため、以下の生成源が加入者線上で生じないということを確実にす

べきである。：

－公衆網

－国際網

－中継網

－インタワーキング先の網

送出される理由表示値は最新のイベントの一つである。（例えば、「解放」(REL) メッセージの再

送）
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　b) 生成源表示の扱い

理由表示パラメータの送出をもたらすイベントが国際交換機（すなわち、入側、出側、又は中継国

際交換機）において起きた場合、生成源は“０１１１　国際網”に設定される。

もし、インタワーキングが国際交換機で遭遇し、かつ理由表示パラメータを含むメッセージがその

他の信号方式のメッセージの受信により送出されるならば、生成源は“１０１０　インタワーキング

先の網”（ＢＩ）に設定される。

“ローカルユーザ収容公衆網”や“ローカルユーザ収容私設網”の生成源は、国際区間に送出する

べきでない。“ローカルユーザ収容公衆網”から“リモートユーザ収容公衆網”又は“ローカルユー

ザ収容私設網”から“リモートユーザ収容私設網”への変換は理由表示を発生する国内網にて行う。

全てのその他ケースにおいて、国際交換機は受信生成源を通過させる。

この解決法を用いる場合、生成源の“国際境界先の中継網”から国内生成源の“中継網”を区別す

る事が不可能である。

イベントが発生した実際の生成源はインタワーキングするとき失われる。：例えば、電話ユーザ部

（ＴＵＰ）におけるＣＧＣ及びＮＮＣは“３４，ＢＩ”に符号化される。それにも関わらず、それら

はＩＳＤＮユーザ部バージョンの導入で解決されることから、この解決法の制限は受け入れられる。
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